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菊
は
、
村
内
独
居
老
人
宅
へ
生
徒
さ
ん

が
届
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
輪
の
中
に
一
花
咲
か
せ
ま
す
。
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毎年、中学校生徒全員で取り組む「菊配り」
生徒さんの優しさがいっぱい伝わってきます



（2）平成26年11月20日発行第393号 広 報 新 庄
　

第
47
回
岡
山
県
農
林
漁
業
功
労

者
の
表
彰
式
が
10
月
23
日
（
木
）

に
岡
山
県
庁
で
行
わ
れ
、
竹
本
英

利
さ
ん
が
畜
産
部
門
の
岡
山
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
の
農
林
漁
業

の
振
興
に
尽
力
し
た
個
人
や
団
体

の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
の
県
知
事
表
彰
は
５
部
門

で
16
名
、
そ
の
う
ち
畜
産
部
門
は

竹
本
さ
ん
を
含
め
て
２
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
農
家
の
経
営
安
定
化
に

お
い
て
真
庭
地
域
の
肉
用
牛
団
体

の
指
導
者
と
し
て
長
年
に
わ
た
り

貢
献
し
て
い
る
こ
と
、
和
牛
の
飼

育
に
お
い
て
肉
質
と
体
型
を
重
視

し
た
改
良
を
行
う
こ
と
で
地
域
に

お
け
る
肉
用
牛
改
良
を
大
き
く
前

進
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
地
域
農
業

の
振
興
に
お
い
て
自
給
飼
料
生
産

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
水
田
の

有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
、
竹
本
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。（

産
業
建
設
課　

千
葉
）

　

10
月
16
日
に
新
庄
村
診
療
所 

角
道
俊
一
医
師
が
へ
き
地
医
療
事

業
功
労
に
よ
り
岡
山
県
真
庭
保
健

所
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
真
庭
保
健
所
長
表
彰
は

へ
き
地
な
ど
医
師
不
足
に
よ
り
医

療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
医
療
確

保
及
び
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

角
道
医
師
は
平
成
17
年
よ
り
新

庄
村
の
医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

診
療
所
の
運
営
の
他
、
検
診
の
推

進
や
学
校
の
校
医
等
村
の
保
健
衛

生
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
様
な
功
績
が
認
め
ら

れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

　

茅
見
地
区
の
横
山
政
友
さ
ん
が

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
岡
山
県

警
察
本
部
長
、
岡
山
県
交
通
安
全

協
会
長
連
名
の
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
の
確
保
及

び
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
貢
献

し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
横
山
さ
ん
は

交
通
安
全
協
助
員
と
し
て
、
日
頃

か
ら
交
通
安
全
運
動
の
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
新
庄
駐
在
所
と

連
携
し
児
童
の
登
校
時
の
見
守
り

活
動
な
ど
地
域
交
通
の
安
心
・
安

全
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

  

　

10
月
15
日
（
水
）
、
岡
山
県
森

林
組
合
連
合
会
勝
山
木
材
共
販
所

に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
真
庭
産

優
良
材
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

  

近
年
、
木
材
価
格
は
低
迷
し
て

い
ま
す
が
、
林
業
の
生
産
性
の
向

上
、
あ
わ
せ
て
真
庭
地
域
木
材
産

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
新
庄
村
か
ら
も

数
点
の
出
品
が
あ
る
中
、
金
盛
弘

充
さ
ん
の
ス
ギ
材
が
新
庄
村
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
最
優
秀
材
は

立
米
あ
た
り
６
万
円
の
ヒ
ノ
キ
材

で
し
た
。

  

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）
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例
年
開
催
し
て
い
る
地
区
活
性

化
懇
談
会
を
今
年
は
時
期
を
早
め

て
意
見
交
換
会
と
し
て
10
月
15
日

（
水
）
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
全
地
区
で
12
月
10
日

（
水
）
ま
で
の
予
定
で
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
19
日
（
日
）
に
岡
山
県
畜

産
共
進
会
が
真
庭
市
の
全
農
岡
山

県
本
部
総
合
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
真
庭
地
域
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
、
竹
本
慶
子
さ

ん
、
清
川
昭
浩
さ
ん
、
稲
田
佳
子

さ
ん
の
３
名
が
合
計
４
頭
の
和
牛

を
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
真
庭
地
域
の

共
進
会
に
引
き
続
き
、
県
の
共
進

会
で
も
本
村
の
和
牛
が
上
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
若
雌
区
の
１（
月
齢
11
か
月
未
満
）

　

優
等
賞

　
　

２
席 

し
ん
か
つ
は
な
65
号

（
竹
本
さ
ん
）

　
　

４
席 

し
ん
き
た
ふ
じ
８
号

（
清
川
さ
ん
）

○
若
雌
区
の
２（
月
齢
11
〜
13
か
月
）

　

優
等
賞

　
　

４
席 

し
ん
ふ
く
て
る
11 

号

（
稲
田
さ
ん
）

○
若
雌
区
の
４（
月
齢
20
〜
25
か
月
）

　

１
等
賞

　
　

２
席 

し
ん
は
つ
ひ
め
７
号

（
稲
田
さ
ん
）

（
産
業
建
設
課　

千
葉
）

　

平
成
26

年
10
月
18

日
（
土
）
、

清
掃
活
動

「
エ
コ
ク

リ
ー
ナ
ー

ズ
」
に
参

加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
清

掃
活
動
は
、

株
式
会
社

ク
ロ
ス
カ

ン
パ
ニ
ー

が
「
美
し
い
街
：
岡
山
」
を
目
指

し
て
岡
山
市
内
を
中
心
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
16
回
目
を
迎
え
る
も

の
で
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
今
回
初
め
て
新

庄
支
部
と
し
て
合
計
39
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
道
周
辺

や
河
川
公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の

里
づ
く
り
の
日
及
び
エ
コ
ク
リ
ー

ナ
ー
ズ
の
活
動
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
12
日
（
日
）
に
、
平
成
26

年
度
長
寿
の
つ
ど
い
を
多
数
の
参

加
者
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
長
の
挨
拶
、
浅
野

県
議
会
議
員
、
川
上
村
議
会
副
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
12
名
、
金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
１
組
の
方
々
に
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

保
育
園
児
の
可
愛
ら
し
い
演
技
に

始
ま
り
、
日
頃
か
ら
一
生
懸
命
に

練
習
さ
れ
て
お
ら
れ
る
各
種
団
体

の
、
さ
く
ら
会
、
藤
一
会
、
カ
ラ

オ
ケ
教
室
、
コ
ー
ラ
ス
新
庄
、
北

部
明
泉
会
新
庄
支
部
・
ス
マ
イ
ル

サ
ロ
ン
の
皆
様
に
出
演
し
て
い
た

だ
き
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
の
時
間
に
は
、
日

頃
あ
ま
り
会
っ
て
話
す
機
会
の
な

い
方
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
出
演

者
、
新
庄
村
栄
養
改
善
協
議
会
委

員
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

酒
井
）

清
掃
活
動

地
区
意
見
交
換
会
を

　
開
催
し
て
い
ま
す

「
エ
コ
ク
リ
ー
ナ
ー
ズ
」に

　
　
　
参
加
し
ま
し
た

第
47
回 
岡
山
県
農
林
漁
業

　
　
　 

功
労
者
表
彰
式

岡
山
県
知
事
表
彰
受
賞

岡
山
県
真
庭
保
健
所
長
表
彰

第
69
回 

畜
産
共
進
会
開
催

真
庭
産
優
良
材
品
評
会
開
催

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

長
寿
の
つ
ど
い

花
言
葉

「
素
晴
ら
し
い
魅
力
」

「
誇
り
」

長
年
の
功
績
栄
誉
に
輝
く

長
年
の
功
績
栄
誉
に
輝
く
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第
47
回
岡
山
県
農
林
漁
業
功
労

者
の
表
彰
式
が
10
月
23
日
（
木
）

に
岡
山
県
庁
で
行
わ
れ
、
竹
本
英

利
さ
ん
が
畜
産
部
門
の
岡
山
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
の
農
林
漁
業

の
振
興
に
尽
力
し
た
個
人
や
団
体

の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
の
県
知
事
表
彰
は
５
部
門

で
16
名
、
そ
の
う
ち
畜
産
部
門
は

竹
本
さ
ん
を
含
め
て
２
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
農
家
の
経
営
安
定
化
に

お
い
て
真
庭
地
域
の
肉
用
牛
団
体

の
指
導
者
と
し
て
長
年
に
わ
た
り

貢
献
し
て
い
る
こ
と
、
和
牛
の
飼

育
に
お
い
て
肉
質
と
体
型
を
重
視

し
た
改
良
を
行
う
こ
と
で
地
域
に

お
け
る
肉
用
牛
改
良
を
大
き
く
前

進
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
地
域
農
業

の
振
興
に
お
い
て
自
給
飼
料
生
産

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
水
田
の

有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
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竹
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さ
ん
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功
績
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回
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献
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。

　

角
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り
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村
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。
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の
最
優
秀
材
は

立
米
あ
た
り
６
万
円
の
ヒ
ノ
キ
材

で
し
た
。

  

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）
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例
年
開
催
し
て
い
る
地
区
活
性

化
懇
談
会
を
今
年
は
時
期
を
早
め

て
意
見
交
換
会
と
し
て
10
月
15
日

（
水
）
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
全
地
区
で
12
月
10
日

（
水
）
ま
で
の
予
定
で
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
19
日
（
日
）
に
岡
山
県
畜

産
共
進
会
が
真
庭
市
の
全
農
岡
山

県
本
部
総
合
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
真
庭
地
域
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
、
竹
本
慶
子
さ

ん
、
清
川
昭
浩
さ
ん
、
稲
田
佳
子

さ
ん
の
３
名
が
合
計
４
頭
の
和
牛

を
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
真
庭
地
域
の

共
進
会
に
引
き
続
き
、
県
の
共
進

会
で
も
本
村
の
和
牛
が
上
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
若
雌
区
の
１（
月
齢
11
か
月
未
満
）

　

優
等
賞

　
　

２
席 

し
ん
か
つ
は
な
65
号

（
竹
本
さ
ん
）

　
　

４
席 

し
ん
き
た
ふ
じ
８
号

（
清
川
さ
ん
）

○
若
雌
区
の
２（
月
齢
11
〜
13
か
月
）

　

優
等
賞

　
　

４
席 

し
ん
ふ
く
て
る
11 

号

（
稲
田
さ
ん
）

○
若
雌
区
の
４（
月
齢
20
〜
25
か
月
）

　

１
等
賞

　
　

２
席 

し
ん
は
つ
ひ
め
７
号

（
稲
田
さ
ん
）

（
産
業
建
設
課　

千
葉
）

　

平
成
26

年
10
月
18

日
（
土
）
、

清
掃
活
動

「
エ
コ
ク

リ
ー
ナ
ー

ズ
」
に
参

加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
清

掃
活
動
は
、

株
式
会
社

ク
ロ
ス
カ

ン
パ
ニ
ー

が
「
美
し
い
街
：
岡
山
」
を
目
指

し
て
岡
山
市
内
を
中
心
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
16
回
目
を
迎
え
る
も

の
で
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
今
回
初
め
て
新

庄
支
部
と
し
て
合
計
39
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
道
周
辺

や
河
川
公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の

里
づ
く
り
の
日
及
び
エ
コ
ク
リ
ー

ナ
ー
ズ
の
活
動
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
12
日
（
日
）
に
、
平
成
26

年
度
長
寿
の
つ
ど
い
を
多
数
の
参

加
者
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
長
の
挨
拶
、
浅
野

県
議
会
議
員
、
川
上
村
議
会
副
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
12
名
、
金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
１
組
の
方
々
に
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

保
育
園
児
の
可
愛
ら
し
い
演
技
に

始
ま
り
、
日
頃
か
ら
一
生
懸
命
に

練
習
さ
れ
て
お
ら
れ
る
各
種
団
体

の
、
さ
く
ら
会
、
藤
一
会
、
カ
ラ

オ
ケ
教
室
、
コ
ー
ラ
ス
新
庄
、
北

部
明
泉
会
新
庄
支
部
・
ス
マ
イ
ル

サ
ロ
ン
の
皆
様
に
出
演
し
て
い
た

だ
き
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
の
時
間
に
は
、
日

頃
あ
ま
り
会
っ
て
話
す
機
会
の
な

い
方
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
出
演

者
、
新
庄
村
栄
養
改
善
協
議
会
委

員
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

酒
井
）

清
掃
活
動

地
区
意
見
交
換
会
を

　
開
催
し
て
い
ま
す

「
エ
コ
ク
リ
ー
ナ
ー
ズ
」に

　
　
　
参
加
し
ま
し
た

第
47
回 

岡
山
県
農
林
漁
業

　
　
　 

功
労
者
表
彰
式

岡
山
県
知
事
表
彰
受
賞

岡
山
県
真
庭
保
健
所
長
表
彰

第
69
回 

畜
産
共
進
会
開
催

真
庭
産
優
良
材
品
評
会
開
催

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

長
寿
の
つ
ど
い

花
言
葉

「
素
晴
ら
し
い
魅
力
」

「
誇
り
」

長
年
の
功
績
栄
誉
に
輝
く

長
年
の
功
績
栄
誉
に
輝
く
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10
月
25
日
（
土
）
、
26
日

（
日
）
の
２
日
間
、
岡
山
県
町
村

会
主
催
の
「
第
３
回
郷
土
・
お
か

や
ま
12
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
後
楽
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

25
日
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
新
庄
村
民
謡
同
好
会
11

名
と
民
舞
ひ
ば
り
会
14
名
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
新
庄

田
植
歌
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

「
舞
踊
」
、
そ
の
後
「
三
味
線
餅

つ
き
」
を
披
露
し
、
き
な
こ
餅
に

し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス

で
は
、
餅
つ
き
の
実
演
販
売
で
多

く
の
注
目
を
集
め
、
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
好
評
で
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
26
日
（
日
）
が
い
せ
ん
桜

通
り
を
会
場
に
「
秋
の
が
い
せ
ん

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
の
出
店
は
昨
年
を
上

回
る
23
店
舗
の
参
加
が
あ
り
、
新

庄
の
特
産
品
を
活
か
し
た
品
々
が

「
が
い
せ
ん
桜
通
り
」
に
並
び
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、m

im
ika

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
新
庄
小
学
生
・

中
学
生
とm

im
ika

さ
ん
の
「
合

唱
」
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の

「
傘
踊
り
」
、
賢
ち
ゃ
ん
も
ち
つ

き
隊
の
「
４
人
搗
き
も
ち
つ
き
振

る
舞
い
」
、
勝
山
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
「
演
奏
」
を
行
い
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
今
年
は
新

し
く
小
・
中
学
生
の
「
合
唱
」
を

行
い
、
児
童
・
生
徒
の
元
気
な
歌

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
好
評
だ
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
ひ
め
っ
子
を
探
せ
２
」

を
今
年
も
行
い
、
ひ
め
っ
子
を
助

け
だ
そ
う
と
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
子
供
た
ち
が
、
が
い

せ
ん
桜
通
り
を
元
気
よ
く
走
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
地
区
、

出
店
者
、
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

  
10
月
11
日
（
土
）
、
野
土
路
地

区
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
ア
ム
ダ
野
土
路
農
場

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

ア
ム
ダ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

者
、
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
児

童
な
ど
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
あ
ひ
る
農
法
で

実
っ
た
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

  

式
典
に
は
大
阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
総

領
事
が
お
越
し
に
な
り
、
新
庄
村

か
ら
も
小
倉
村
長
を
は
じ
め
、
議

会
議
員
、
ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
今
年
も
各
国
大
使
館
へ

野
土
路
農
場
で
出
来
た
収
穫
物
を

贈
呈
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
出

陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

昼
食
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

お
む
す
び
、
野
土
路
ダ
ッ
ク
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
、
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

10
月
12
日
（
日
）
総
社
市
の
吉

備
路
農
園
農
産
物
直
売
所
に
て

「
農
マ
ル
園
芸
周
年
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
こ
れ
に
併
せ
「
新
庄
村
源

流
農
産
物
の
会
」
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
生
産
者
の
皆
様

も
参
加
し
、
自
ら
が
作
っ
た
野
菜

を
直
接
店
頭
に
立
っ
て
販
売
し
ま

し
た
。

　

野
菜
の
直
売
に
加
え
、
伝
統
の

４
人
搗
き
餅
つ
き
に
よ
る
「
ひ
め

の
も
ち
」
も
販
売
し
、
新
庄
村
の

農
産
物
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

販
売
で
安
心
・
安
全
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

清
川
裕
矢
）

　

10
月
12
日
（
日
）
、
真
庭
市
鍋

屋
の
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
土
広

場
で
「
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
地
産
地
消
フ

ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
地
産
地
消
を

（5）平成26年11月20日発行 第393号広 報 新 庄

応
援
し
、
消
費
者
と
生
産
者
の
交

流
や
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
い
て
お
り
、

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
も
ち
な
げ

で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
庄
村
か
ら
は
ひ
め
の
も
ち
の

新
庄
村
伝
統
４
人
搗
き
も
ち
つ
き

実
演
販
売
の
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
方
が
ご
来
場
さ
れ
、

会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
真
庭
に
も
新
庄
村
ひ
め
の

も
ち
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

10
月
17
日
（
金
）
岡
山
県
瀬
戸

内
市
長
船
町
福
岡
へ
青
空
市
の
会

が
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
船
町
福
岡
は
、
ド
ラ
マ
「
黒

田
勘
兵
衛
」
縁
の
地
と
し
て
有
名

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
初
め

て
「
市
」
を
始
め
た
地
で
も
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
大
規
模
な
市
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
が
主

体
と
な
り
「
備
前
福
岡
の
市
」
と

い
う
瀬
戸
内
市
の
特
産
品
を
集
め

た
イ
ベ
ン
ト
を
月
に
一
度
開
催
し

た
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

現
地
で
は
、
「
備
前
福
岡
の

市
」
の
中
核
で
あ
る
大
倉
秀
千
代

さ
ん
に
、
有
機
農
業
で
作
っ
た
小

麦
で
「
う
ど
ん
」
を
販
売
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

「
備
前
福
岡
の
市
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
点
は
、
過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
町
を
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
町
興
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、

出
店
者
と
し
て
参
加
す
る
の
は
若

い
人
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
事
が

人
気
を
集
め
た
要
因
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

特
産
品
で
人
を
集
め
、
地
域
に

活
気
を
呼
び
起
こ
す
の
は
、
出
店

者
の
利
益
な
ど
の
損
得
で
は
な
く
、

住
民
が
楽
し
む
事
が
大
事
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
視
察
は
、
「
市
」
の

あ
り
方
や
地
域
の
考
え
方
を
学
ん

だ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

 

10
月
20
日
（
月
）
、
岡
山
県
産

食
材
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
豊
穣
の
秋
・
岡
山
フ
ェ
ア
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
東
京

広
尾
の
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
店
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

瀬
戸
内
市
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

や
新
見
市
の
千
屋
牛
、
寄
島
町
の

ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
ほ
か
に
、
新

庄
村
か
ら
は
カ
ブ
や
ニ
ン
ジ
ン
、

ト
マ
ト
な
ど
の
源
流
野
菜
を
提
供

し
、
有
名
シ
ェ
フ
の
手
に
よ
っ
て

素
晴
ら
し
い
料
理
と
し
て
テ
ー
ブ

ル
に
並
び
ま
し
た
。

  

源
流
野
菜
の
リ
ゾ
ッ
ト
や
味
噌

を
使
っ
た
ミ
ソ
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
な
ど

野
菜
の
甘
味
や
旨
味
を
活
か
し
た

味
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

  

事
前
に
現
地
視
察
に
来
ら
れ
た

日
高
良
実
シ
ェ
フ
は
、
新
庄
村
の

自
然
環
境
と
澄
み
切
っ
た
水
に
驚

か
れ
た
様
子
で
、
甘
み
と
み
ず
み

ず
し
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

今
後
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
市
場
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

な
お
、
今
回
野
菜
を
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
源
流
農
産
物
の
会

の
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

 

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
か
ら
農
業
研
修
の
た
め
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
村
さ
れ
て
い
た

研
修
生
２
名
（
ホ
セ
リ
ト
・
ア
ン

デ
ィ
ン
・
タ
ン
バ
ロ
氏
、
テ
ィ
ル

ソ
・
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
レ

ツ
氏
）
の
研
修
報
告
会
及
び
お
別

れ
会
が
10
月
31
日
（
金
）
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
村
が
平
成
23
年
に
制
定
し

た
「
ア
ジ
ア
有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
推
進
条
例
」
に
基
づ
き

招
へ
い
し
た
も
の
で
、
有
機
農
業

研
修
を
通
じ
て
相
互
の
技
術
向
上
、

さ
ら
に
は
現
地
住
民
の
健
康
増
進

と
生
活
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
村
民
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
新
庄
村
で

学
ん
だ
有
機
農
業
や
日
本
の
文
化

を
帰
国
し
た
後
、
自
ら
だ
け
で
な

く
広
く
伝
え
て
い
か
れ
る
よ
う
で

す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
有
機
農
業
が
進

ん
で
お
り
両
名
か
ら
教
え
て
い
た

だ
く
事
も
多
々
あ
り
、
相
互
に
影

響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
良
い
研

修
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が

ら
、
継
続
的
な
交
流
を
行
う
予
定

で
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
快
く

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
村
民
の
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
研
修
生
の
両
名
も
新
庄

村
を
第
二
の
故
郷
だ
と
慕
っ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
研
修
を
誇
り
に
思

う
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
か
わ
っ
て
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

郷
土
・
お
か
や
ま
12
町
村

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ム
ダ
野
土
路
農
場

       　

収
穫
祭
開
催

農
マ
ル
園
芸
周
年
祭
で

　

源
流
野
菜
Ｐ
Ｒ
販
売

岡
山
県
の
食
材
と
し
て

源
流
野
菜
を
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

フ
ィ
リ
ピ
ン
研
修
生
報
告
会

　
　
　
　

   

及
び
お
別
れ
会

秋
の
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
地
産
地
消
フ
ェ
ア

青
空
市
の
会
視
察
研
修
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10
月
25
日
（
土
）
、
26
日

（
日
）
の
２
日
間
、
岡
山
県
町
村

会
主
催
の
「
第
３
回
郷
土
・
お
か

や
ま
12
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
後
楽
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

25
日
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
新
庄
村
民
謡
同
好
会
11

名
と
民
舞
ひ
ば
り
会
14
名
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
新
庄

田
植
歌
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

「
舞
踊
」
、
そ
の
後
「
三
味
線
餅

つ
き
」
を
披
露
し
、
き
な
こ
餅
に

し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス

で
は
、
餅
つ
き
の
実
演
販
売
で
多

く
の
注
目
を
集
め
、
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
好
評
で
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

10
月
26
日
（
日
）
が
い
せ
ん
桜

通
り
を
会
場
に
「
秋
の
が
い
せ
ん

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
の
出
店
は
昨
年
を
上

回
る
23
店
舗
の
参
加
が
あ
り
、
新

庄
の
特
産
品
を
活
か
し
た
品
々
が

「
が
い
せ
ん
桜
通
り
」
に
並
び
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、m

im
ika

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
新
庄
小
学
生
・

中
学
生
とm

im
ika

さ
ん
の
「
合

唱
」
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の

「
傘
踊
り
」
、
賢
ち
ゃ
ん
も
ち
つ

き
隊
の
「
４
人
搗
き
も
ち
つ
き
振

る
舞
い
」
、
勝
山
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
「
演
奏
」
を
行
い
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
今
年
は
新

し
く
小
・
中
学
生
の
「
合
唱
」
を

行
い
、
児
童
・
生
徒
の
元
気
な
歌

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
好
評
だ
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
ひ
め
っ
子
を
探
せ
２
」

を
今
年
も
行
い
、
ひ
め
っ
子
を
助

け
だ
そ
う
と
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
子
供
た
ち
が
、
が
い

せ
ん
桜
通
り
を
元
気
よ
く
走
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
地
区
、

出
店
者
、
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

  

10
月
11
日
（
土
）
、
野
土
路
地

区
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
ア
ム
ダ
野
土
路
農
場

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

ア
ム
ダ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

者
、
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
児

童
な
ど
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
あ
ひ
る
農
法
で

実
っ
た
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

  

式
典
に
は
大
阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
総

領
事
が
お
越
し
に
な
り
、
新
庄
村

か
ら
も
小
倉
村
長
を
は
じ
め
、
議

会
議
員
、
ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
今
年
も
各
国
大
使
館
へ

野
土
路
農
場
で
出
来
た
収
穫
物
を

贈
呈
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
出

陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

昼
食
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

お
む
す
び
、
野
土
路
ダ
ッ
ク
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
、
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

10
月
12
日
（
日
）
総
社
市
の
吉

備
路
農
園
農
産
物
直
売
所
に
て

「
農
マ
ル
園
芸
周
年
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
こ
れ
に
併
せ
「
新
庄
村
源

流
農
産
物
の
会
」
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
生
産
者
の
皆
様

も
参
加
し
、
自
ら
が
作
っ
た
野
菜

を
直
接
店
頭
に
立
っ
て
販
売
し
ま

し
た
。

　

野
菜
の
直
売
に
加
え
、
伝
統
の

４
人
搗
き
餅
つ
き
に
よ
る
「
ひ
め

の
も
ち
」
も
販
売
し
、
新
庄
村
の

農
産
物
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

販
売
で
安
心
・
安
全
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

清
川
裕
矢
）

　

10
月
12
日
（
日
）
、
真
庭
市
鍋

屋
の
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
土
広

場
で
「
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
地
産
地
消
フ

ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
地
産
地
消
を
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応
援
し
、
消
費
者
と
生
産
者
の
交

流
や
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
い
て
お
り
、

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
も
ち
な
げ

で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
庄
村
か
ら
は
ひ
め
の
も
ち
の

新
庄
村
伝
統
４
人
搗
き
も
ち
つ
き

実
演
販
売
の
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
方
が
ご
来
場
さ
れ
、

会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
真
庭
に
も
新
庄
村
ひ
め
の

も
ち
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

　

10
月
17
日
（
金
）
岡
山
県
瀬
戸

内
市
長
船
町
福
岡
へ
青
空
市
の
会

が
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
船
町
福
岡
は
、
ド
ラ
マ
「
黒

田
勘
兵
衛
」
縁
の
地
と
し
て
有
名

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
初
め

て
「
市
」
を
始
め
た
地
で
も
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
大
規
模
な
市
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
が
主

体
と
な
り
「
備
前
福
岡
の
市
」
と

い
う
瀬
戸
内
市
の
特
産
品
を
集
め

た
イ
ベ
ン
ト
を
月
に
一
度
開
催
し

た
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

現
地
で
は
、
「
備
前
福
岡
の

市
」
の
中
核
で
あ
る
大
倉
秀
千
代

さ
ん
に
、
有
機
農
業
で
作
っ
た
小

麦
で
「
う
ど
ん
」
を
販
売
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

「
備
前
福
岡
の
市
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
点
は
、
過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
町
を
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
町
興
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、

出
店
者
と
し
て
参
加
す
る
の
は
若

い
人
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
事
が

人
気
を
集
め
た
要
因
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

特
産
品
で
人
を
集
め
、
地
域
に

活
気
を
呼
び
起
こ
す
の
は
、
出
店

者
の
利
益
な
ど
の
損
得
で
は
な
く
、

住
民
が
楽
し
む
事
が
大
事
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
視
察
は
、
「
市
」
の

あ
り
方
や
地
域
の
考
え
方
を
学
ん

だ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

 

10
月
20
日
（
月
）
、
岡
山
県
産

食
材
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
豊
穣
の
秋
・
岡
山
フ
ェ
ア
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
東
京

広
尾
の
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
店
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

瀬
戸
内
市
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

や
新
見
市
の
千
屋
牛
、
寄
島
町
の

ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
ほ
か
に
、
新

庄
村
か
ら
は
カ
ブ
や
ニ
ン
ジ
ン
、

ト
マ
ト
な
ど
の
源
流
野
菜
を
提
供

し
、
有
名
シ
ェ
フ
の
手
に
よ
っ
て

素
晴
ら
し
い
料
理
と
し
て
テ
ー
ブ

ル
に
並
び
ま
し
た
。

  

源
流
野
菜
の
リ
ゾ
ッ
ト
や
味
噌

を
使
っ
た
ミ
ソ
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
な
ど

野
菜
の
甘
味
や
旨
味
を
活
か
し
た

味
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

  

事
前
に
現
地
視
察
に
来
ら
れ
た

日
高
良
実
シ
ェ
フ
は
、
新
庄
村
の

自
然
環
境
と
澄
み
切
っ
た
水
に
驚

か
れ
た
様
子
で
、
甘
み
と
み
ず
み

ず
し
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

今
後
は
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
市
場
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

な
お
、
今
回
野
菜
を
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
源
流
農
産
物
の
会

の
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す

 

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
か
ら
農
業
研
修
の
た
め
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
村
さ
れ
て
い
た

研
修
生
２
名
（
ホ
セ
リ
ト
・
ア
ン

デ
ィ
ン
・
タ
ン
バ
ロ
氏
、
テ
ィ
ル

ソ
・
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
レ

ツ
氏
）
の
研
修
報
告
会
及
び
お
別

れ
会
が
10
月
31
日
（
金
）
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
村
が
平
成
23
年
に
制
定
し

た
「
ア
ジ
ア
有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
推
進
条
例
」
に
基
づ
き

招
へ
い
し
た
も
の
で
、
有
機
農
業

研
修
を
通
じ
て
相
互
の
技
術
向
上
、

さ
ら
に
は
現
地
住
民
の
健
康
増
進

と
生
活
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
村
民
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
新
庄
村
で

学
ん
だ
有
機
農
業
や
日
本
の
文
化

を
帰
国
し
た
後
、
自
ら
だ
け
で
な

く
広
く
伝
え
て
い
か
れ
る
よ
う
で

す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
有
機
農
業
が
進

ん
で
お
り
両
名
か
ら
教
え
て
い
た

だ
く
事
も
多
々
あ
り
、
相
互
に
影

響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
良
い
研

修
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が

ら
、
継
続
的
な
交
流
を
行
う
予
定

で
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
快
く

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
村
民
の
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
研
修
生
の
両
名
も
新
庄

村
を
第
二
の
故
郷
だ
と
慕
っ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
研
修
を
誇
り
に
思

う
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
か
わ
っ
て
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

郷
土
・
お
か
や
ま
12
町
村

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ム
ダ
野
土
路
農
場

       　

収
穫
祭
開
催

農
マ
ル
園
芸
周
年
祭
で

　

源
流
野
菜
Ｐ
Ｒ
販
売

岡
山
県
の
食
材
と
し
て

源
流
野
菜
を
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

フ
ィ
リ
ピ
ン
研
修
生
報
告
会

　
　
　
　

   

及
び
お
別
れ
会

秋
の
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
地
産
地
消
フ
ェ
ア

青
空
市
の
会
視
察
研
修
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お
元
気
で
す
か
？

「
い
い
歯
の
日
」

　

 

と
口
腔
機
能

12
月
３
日
〜
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

ス
マ
ト
レ
教
室

　

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
日
本
歯
科
医
師
会
が
「
い

（
１
）
い
（
１
）
歯
（
８
）
」
の

語
呂
合
わ
せ
で
設
定
し
ま
し
た
。

　

新
庄
村
で
は
、
毎
年
、
介
護
予

防
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
対
象
の

教
室
に
て
、
口
腔
機
能
（
飲
み
込

み
・
発
音
な
ど
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ス

マ
ト
レ
教
室
の
高
齢
者
コ
ー
ス
で

既
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
年
間
約
7
5
0
0

人
が
窒
息
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者

は
、
え
ん
下
機
能
（
飲
み
込
む

力
）
が
低
下
し
て
い
て
も
自
身
で

は
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
原
因
で

す
。
ま
た
、
え
ん
下
機
能
の
低
下

は
肺
炎
（
誤
え
ん
性
肺
炎
）
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
飲
み
込
む
力
に
合
っ

た
食
事
を
と
る
こ
と
や
、
え
ん
下

機
能
を
改
善
す
る
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、

奥
歯
が
き
ち
ん
と
咬
み
合
っ
て
い

る
と
誤
え
ん
性
肺
炎
を
起
こ
し
に

く
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
歯
の
治
療
を
う
け
て
、

義
歯
や
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
肺

炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
新
庄
村
歯
科
診
療
所　

金
盛

　
　
　
　
　

住
民
福
祉
課　

林
）

　

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
歩
数

計
を
活
用
し
た
運
動
教
室
「
ス
マ

ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
通
称

ス
マ
ト
レ
教
室
）
」
で
す
が
、
１

か
月
が
経
ち
、
参
加
者
は
ご
自
身

の
体
力
年
齢
を
知
り
、
運
動
や
生

活
改
善
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ス
マ
ト
レ
教
室
で

は
歩
数
計
の
活
用
の
他
、
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
た
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
数
種
類
の
運
動
を
組
み
合

わ
せ
て
、
無
理
の
な
い
程
度
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
運
動
に
つ
い
て
い
け
る

か
不
安
で
あ
っ
た
方
も
、
「
自
分

で
も
何
と
か
で
き
て
い
る
」
と
い

う
自
信
に
繋
が
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
「
歩
数
を
か
せ
ぐ
た
め
に
今

日
、
山
に
登
っ
て
み
た
。
」
な
ど

ご
自
宅
で
心
が
け
て
い
る
様
子
が

伺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
「
自
分
一
人
だ
と
、
つ
い
、

な
ま
け
て
し
ま
う
。
で
も
今
は
皆

が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
も

頑
張
ろ
う
！
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
る
。
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
参

加
者
同
士
が
互
い
に
励
ま
し
合
っ

て
い
る
こ
と
で
続
け
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　

現
在
50
数
名
の
参
加
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
年
齢
も
40
歳
代
か

ら
90
歳
代
と
幅
広
く
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
っ
て

み
た
い
と
興
味
の
あ
る
方
は
住
民

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

（
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

竹
本
・
岡
﨑
）

　

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い

者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解

を
深
め
て
、
障
が
い
者
が
社
会
・

経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
又
、
毎
年
12
月
９
日
は

「
障
害
者
の
日
」
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
障
が
い
を
持
つ
人
で
も

特
別
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会

の
中
で
一
個
人
と
し
て
普
通
に
生

活
し
た
り
、
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
は
、
人
々
の
中
に
大
分
定
着

し
て
き
た
か
の
よ
う
に
は
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
障
が
い
を
持
つ

人
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
だ
ま
だ
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
壁

も
多
く
、
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
山
積
み
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
「
障
害
者
週
間
」
そ

し
て
「
障
害
者
の
日
」
は
大
変
意

義
の
あ
る
啓
発
活
動
を
言
え
ま

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活

に
は
様
々
な
「
困
難
」
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
障
が
い
者
用
の
区
画

へ
の
駐
車
や
歩
道
へ
の
駐
輪
な

ど
、
心
な
い
行
為
が
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
を
妨
げ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ

ー
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
に

よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域

で
ご
く
普
通
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
又
、
障
が
い
者
作

業
所
な
ど
の
製
品
を
購
入
し
た

り
、
そ
こ
に
仕
事
を
発
注
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
社
会
参
加
へ
の
意

欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
に
は
障
が
い
が
原

因
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
い

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

「
障
害
者
週
間
」
を
機
に
、
障

が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対

す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
美
作
圏
域
作
業
所
の
製
品

を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
準

備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
連
絡
を
お

願
い
致
し
ま
す
。    

　
　

 

（
住
民
福
祉
課　

本
田
）

　今回で５回目となる森林セラピー基地中四国ブロック
研修会を１０月２５、２６日に新庄村で開催しました。
　中四国ブロックには認定基地が８地域ある中、当日は

７地域５４名が集い、研修を行いました。
　初日は毛無山の麓に位置する「ゆりかごの小径」のほかに土用ダムなど、現在進めている森林セラピーの
フィールドを見学していただきました。
　二日目はふれあいセンター大ホールにおいてグループワーク研修が開かれ、それぞれのテーマについて討
議やグループ発表を行いました。
　ストレス社会と言われている今日、メンタルヘ
ルス対策として森林セラピーの取り組みは高い注
目を浴びているようです。また、交流会ではオー
プニングに餅つきを披露し、新庄村の山の幸を振
る舞いました。参加者の皆さんはおもてなしに大
満足のご様子で、お互いの情報交換が有意義に出
来たことと思います。
　最後に今回の研修会にご協力いただきました皆
様に、紙面をお借りしてお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　山田）

第5回森林セラピー基地
　　　中四国ブロック研修

　９月末から台風１８号、１９号の発生がありました
が、鈴木農場長の夜間見回りなどもあり被害も無く、野
菜が順調に生育しています。

　１０月中旬に、みぶ菜を源流農産物の会に初出荷し
ました。また、下旬から、ミニ白菜を関東方面からの
出荷依頼により、少量ではありますが定期的に出荷を
しています。
　これから寒さが一段と厳しくなりますので、新庄村
の野菜がとてもおいしくなります。ハウス、露地で栽
培している白菜、ほうれん草、レタス、小松菜など、
これから収穫適期を迎えますので今後の販売が楽しみ
です。
　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　岩本）

新庄村有機農業
　　　サポートセンター便り

　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕
作放棄地が増えて農地が十分に活用されていない状
況となっています。
　そこで、１１月、１２月の「耕作放棄地解消強化
月間」に、地域ぐるみで"農地を守る日"を設けて、
耕作放棄地を発生させない取組を実践しましょう。

①農地を考える日
　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・水路の状況について話し合いましょう。
②一斉耕うんの日
　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐるみで一斉に「耕うん」しましょう。
③一斉草刈りの日
　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の「草刈り」をみんなで取り組みましょう。

11月、12月は
『耕作放棄地解消強化月間」です。
　☆農地いきいきキャンペーン
　　　地域ぐるみで農地を守ろう！
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お
元
気
で
す
か
？

「
い
い
歯
の
日
」

　

 

と
口
腔
機
能

12
月
３
日
〜
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

ス
マ
ト
レ
教
室

　

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
日
本
歯
科
医
師
会
が
「
い

（
１
）
い
（
１
）
歯
（
８
）
」
の

語
呂
合
わ
せ
で
設
定
し
ま
し
た
。

　

新
庄
村
で
は
、
毎
年
、
介
護
予

防
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
対
象
の

教
室
に
て
、
口
腔
機
能
（
飲
み
込

み
・
発
音
な
ど
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ス

マ
ト
レ
教
室
の
高
齢
者
コ
ー
ス
で

既
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
年
間
約
7
5
0
0

人
が
窒
息
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者

は
、
え
ん
下
機
能
（
飲
み
込
む

力
）
が
低
下
し
て
い
て
も
自
身
で

は
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
原
因
で

す
。
ま
た
、
え
ん
下
機
能
の
低
下

は
肺
炎
（
誤
え
ん
性
肺
炎
）
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
飲
み
込
む
力
に
合
っ

た
食
事
を
と
る
こ
と
や
、
え
ん
下

機
能
を
改
善
す
る
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、

奥
歯
が
き
ち
ん
と
咬
み
合
っ
て
い

る
と
誤
え
ん
性
肺
炎
を
起
こ
し
に

く
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
歯
の
治
療
を
う
け
て
、

義
歯
や
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
肺

炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
新
庄
村
歯
科
診
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所　

金
盛

　
　
　
　
　

住
民
福
祉
課　

林
）

　

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
歩
数

計
を
活
用
し
た
運
動
教
室
「
ス
マ

ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
通
称

ス
マ
ト
レ
教
室
）
」
で
す
が
、
１

か
月
が
経
ち
、
参
加
者
は
ご
自
身

の
体
力
年
齢
を
知
り
、
運
動
や
生

活
改
善
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ス
マ
ト
レ
教
室
で

は
歩
数
計
の
活
用
の
他
、
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
た
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
数
種
類
の
運
動
を
組
み
合

わ
せ
て
、
無
理
の
な
い
程
度
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
運
動
に
つ
い
て
い
け
る

か
不
安
で
あ
っ
た
方
も
、
「
自
分

で
も
何
と
か
で
き
て
い
る
」
と
い

う
自
信
に
繋
が
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
「
歩
数
を
か
せ
ぐ
た
め
に
今

日
、
山
に
登
っ
て
み
た
。
」
な
ど

ご
自
宅
で
心
が
け
て
い
る
様
子
が

伺
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
「
自
分
一
人
だ
と
、
つ
い
、

な
ま
け
て
し
ま
う
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で
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今
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皆
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も

頑
張
ろ
う
！
と
い
う
気
持
ち
に
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れ
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、
参

加
者
同
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互
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に
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ま
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こ
と
で
続
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る
よ
う

で
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現
在
50
数
名
の
参
加
を
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だ

い
て
い
ま
す
。
年
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も
40
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代
か

ら
90
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代
と
幅
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参
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た
だ
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い
ま
す
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と
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方
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又
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。
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を
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れ
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な
く
、
社
会

の
中
で
一
個
人
と
し
て
普
通
に
生

活
し
た
り
、
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
は
、
人
々
の
中
に
大
分
定
着

し
て
き
た
か
の
よ
う
に
は
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
障
が
い
を
持
つ

人
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
だ
ま
だ
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
壁

も
多
く
、
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
山
積
み
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
「
障
害
者
週
間
」
そ

し
て
「
障
害
者
の
日
」
は
大
変
意

義
の
あ
る
啓
発
活
動
を
言
え
ま

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活

に
は
様
々
な
「
困
難
」
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
障
が
い
者
用
の
区
画

へ
の
駐
車
や
歩
道
へ
の
駐
輪
な

ど
、
心
な
い
行
為
が
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
を
妨
げ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ

ー
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
に

よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域

で
ご
く
普
通
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
又
、
障
が
い
者
作

業
所
な
ど
の
製
品
を
購
入
し
た

り
、
そ
こ
に
仕
事
を
発
注
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
社
会
参
加
へ
の
意

欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
に
は
障
が
い
が
原

因
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
い

ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

「
障
害
者
週
間
」
を
機
に
、
障

が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対

す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
美
作
圏
域
作
業
所
の
製
品

を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
準

備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
連
絡
を
お

願
い
致
し
ま
す
。    

　
　

 

（
住
民
福
祉
課　

本
田
）

　今回で５回目となる森林セラピー基地中四国ブロック
研修会を１０月２５、２６日に新庄村で開催しました。
　中四国ブロックには認定基地が８地域ある中、当日は

７地域５４名が集い、研修を行いました。
　初日は毛無山の麓に位置する「ゆりかごの小径」のほかに土用ダムなど、現在進めている森林セラピーの
フィールドを見学していただきました。
　二日目はふれあいセンター大ホールにおいてグループワーク研修が開かれ、それぞれのテーマについて討
議やグループ発表を行いました。
　ストレス社会と言われている今日、メンタルヘ
ルス対策として森林セラピーの取り組みは高い注
目を浴びているようです。また、交流会ではオー
プニングに餅つきを披露し、新庄村の山の幸を振
る舞いました。参加者の皆さんはおもてなしに大
満足のご様子で、お互いの情報交換が有意義に出
来たことと思います。
　最後に今回の研修会にご協力いただきました皆
様に、紙面をお借りしてお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　山田）

第5回森林セラピー基地
　　　中四国ブロック研修

　９月末から台風１８号、１９号の発生がありました
が、鈴木農場長の夜間見回りなどもあり被害も無く、野
菜が順調に生育しています。

　１０月中旬に、みぶ菜を源流農産物の会に初出荷し
ました。また、下旬から、ミニ白菜を関東方面からの
出荷依頼により、少量ではありますが定期的に出荷を
しています。
　これから寒さが一段と厳しくなりますので、新庄村
の野菜がとてもおいしくなります。ハウス、露地で栽
培している白菜、ほうれん草、レタス、小松菜など、
これから収穫適期を迎えますので今後の販売が楽しみ
です。
　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　岩本）

新庄村有機農業
　　　サポートセンター便り

　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕
作放棄地が増えて農地が十分に活用されていない状
況となっています。
　そこで、１１月、１２月の「耕作放棄地解消強化
月間」に、地域ぐるみで"農地を守る日"を設けて、
耕作放棄地を発生させない取組を実践しましょう。

①農地を考える日
　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・水路の状況について話し合いましょう。
②一斉耕うんの日
　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐるみで一斉に「耕うん」しましょう。
③一斉草刈りの日
　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の「草刈り」をみんなで取り組みましょう。

11月、12月は
『耕作放棄地解消強化月間」です。
　☆農地いきいきキャンペーン
　　　地域ぐるみで農地を守ろう！
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今
年
も
新
庄
村
特
別
村
民
制
度

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
を
募
集
す
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
歳
暮
に
新
庄
村
の
ふ
る
さ
と

小
包
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

【
価
格
（
一
口
）
】

　
　
　
　
　
　

冬
６
，
〇
〇
〇
円

【
募
集
締
切
】
12
月
12
日
（
金
）

【
発
送
日
】
　
12
月
19
日
（
金
）

【
内
容
】

丸
餅　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
ｇ

豆
餅　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
ｇ

山
ぶ
ど
う
餅　
　
　
　

３
０
０
ｇ

手
づ
く
り
味
噌　
　

１
０
０
０
ｇ

ゆ
ず
味
噌　
　
　
　
　

１
２
０
ｇ

や
ま
ぶ
き
の
佃
煮　
　

１
２
０
ｇ

さ
る
な
し
ジ
ャ
ム　
　

１
５
０
ｇ

あ
ま
ご
の
甘
露
煮　
　

４
匹
入
り

脱
臭
木
炭　
　
　
　
　
　
　

１
袋

も
ち
花　
　
　
　
　
　
　
　

１
束

さ
る
な
し
酢        　
　

１
０
０
㎖

す
ま
い
り
ー
ず
!!

（
ヒ
メ
ノ
モ
チ
粉
ク
ッ
キ
ー
）
30
ｇ

（
特
別
村
民
制
度
運
営
協
議
会
）

　

11
月
30
日
（
日
）
も
ち
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　

餅
つ
き
実
演
販
売
、
特
産
品
、

雑
煮
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
開
催
場
所　

道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン

の
里
新
庄

◆
開
催
日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　

10
時
〜
14
時

◆
お
問
い
合
せ

「
道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新
庄
」

村
内
無
料
電
話　

３
|
７
９
１
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

５
６
|
２
９
０
８

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

11
月
の
納
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
6
期
）

（
6
期
）

（
5
期
）

納
期
限
　
12
月
1
日（
月
）

《
戸
籍
の
動
き
》

婚
姻
届
　
末
永
く
お
幸
せ
に

＊
中
山　

大
輔

　

由
田　

冴
（
石
川
県
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

12
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

12
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

12
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

（
住
民
福
祉
課
）

　

12
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

12
月
10
日
、
12
月
24
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時

　

午
後
13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

も
し
も
の
時
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

年
金
相
談

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
募
集

も
ち
ま
つ
り
開
催

平
成
26
年
10
月
受
付
分

入　札　日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

工　　期

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

事　業　名

農業基盤整備工事（第１工区）

農業基盤整備工事（第２工区）

農業基盤整備工事（第４工区）

農業基盤整備関連用排水路布設工事

村道中山線外路肩補修工事

業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）福田工業所

（有）中山重機

（株）吉田組中国支店

奥村建設（株）

（株）三木工務店

1,320千円

1,240千円

2,200千円

950千円

870千円

（1,425,600円）

（1,339,200円）

（2,376,000円）

（1,026,000円）

（939,600円）

工 事 等 入 札 結 果

9月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
９月期 ９月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

1

0

0

1

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

0

1

16

0

1

21

172

6

30

195

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

　

新
庄
村
に
は
、
も
し
も
の
時
に

備
え
た
設
備
が
あ
り
ま
す
。
必
要

に
な
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
よ
う
場
所
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
災
害
救
援
型
自
動
販
売
機

　

普
段
は
通
常
の
自
動
販
売
機
で

す
が
、
災
害
等
の
非
常
時
に
は
、

飲
料
水
の
供
給
設
備
と
し
て
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
や
災
害
物
資
が

到
達
す
る
ま
で
の
間
、
商
品
が
無

償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

　

新
庄
村
公
民
館

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）

　

心
室
細
動
の
際
に
必
要
に
応
じ

て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓

の
動
き
を
戻
す
こ
と
を
自
動
で
試

み
る
医
療
機
器
で
す
。
心
肺
蘇
生

の
際
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
併
用
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

　

役
場
・
公
民
館
・
小
中
学
校
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
第
２
部
消

防
救
助
資
機
材
積
載
車

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

新
庄
村
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
つ
い
て
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
型
地

震
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
　

（
産
業
建
設
課　

住
宅
係
）

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセン
ター）では、チャレンジ支援事業として、結婚・出
産・育児・介護等でいったん仕事を中断し、再就職を
希望する女性を対象に就業に関する基礎知識やエクセ
ル３級程度のパソコン基本操作等を習得する講座を開
催します。
１申込受付：平成26年12月1日（月）～12月13日（土）までに
　　　　　 受講申込書を郵送でウィズセンターにお送
　　　　　りください。
２受講期間：平成27年１月14日（水）～２月20日（金）
　　　　　　期間内の毎週水～土曜日の22日間
　　　　　 10：10～16：00（１日５時間）
３会　　場：津山男女共同参画センター「さん・さん」
○応 募 資 格　　結婚・出産・介護等でいったん仕事を
　　　　　　　中断し再就職を希望する女性で22日間
　　　　　　　出席できる方
○受　講　料　　無料
　　　　　　　　但し教材費・検定受験料は実費負担
　　　　　　　（合計８、０００円程度を予定）
○募 集 人 数　　15名（選考により決定）
○問い合わせ　　ウィズセンター
　　　　　　　　〒700-0807　岡山市北区南方2-13-1
　　　　　　　　　きらめきプラザ６階
　　　　　　　 電話番号　０８６－２３５－３３０７

　平成27年度分から軽自動車税の税率が引き上げとなりま
す。また、平成28年度からは13年を経過した軽四輪車等の
税率が重課税率となります。

□■平成２６年度キャリアアップ講座
（津山第２回）の受講者募集について■□
□■平成２６年度キャリアアップ講座
（津山第２回）の受講者募集について■□

（総務企画課　藤井）

軽自動車税の税率が改正されます

【原動機付自転車等】

【三輪以上の軽自動車】

税　率　（年　額）

税　率　（年　額）

車　種　区　分

車種区分

平成26年度まで

平成27年度から 平成28年度から
① 現行税率 ② 新税率 ③ 重課税率

平成27年度から

（50㏄以下）
（50㏄超90㏄以下）
（90㏄超125㏄以下）
ミニカー（50㏄以下）
農耕作業用
その他（フォークリフト等）

原動機付自転車

小型特殊自動車

二輪の軽自動車　（125㏄超250㏄以下）
二輪の小型自動車　（250㏄超）
トレーラー・雪上車

三輪

四輪乗用

四輪貨物

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

自家用
営業用
自家用
営業用

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円
2,400円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
3,600円
6,000円
3,600円

平成27年3月31日以
前に最初の新規検査
を受けた車両

平成27年4月1日以後
に最初の新規検査を
受けた車両

最初の新規検査から
13年を経過した車両
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今
年
も
新
庄
村
特
別
村
民
制
度

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
を
募
集
す
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
歳
暮
に
新
庄
村
の
ふ
る
さ
と

小
包
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

【
価
格
（
一
口
）
】

　
　
　
　
　
　

冬
６
，
〇
〇
〇
円

【
募
集
締
切
】
12
月
12
日
（
金
）

【
発
送
日
】
　
12
月
19
日
（
金
）

【
内
容
】

丸
餅　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
ｇ

豆
餅　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
ｇ

山
ぶ
ど
う
餅　
　
　
　

３
０
０
ｇ

手
づ
く
り
味
噌　
　

１
０
０
０
ｇ

ゆ
ず
味
噌　
　
　
　
　

１
２
０
ｇ

や
ま
ぶ
き
の
佃
煮　
　

１
２
０
ｇ

さ
る
な
し
ジ
ャ
ム　
　

１
５
０
ｇ

あ
ま
ご
の
甘
露
煮　
　

４
匹
入
り

脱
臭
木
炭　
　
　
　
　
　
　

１
袋

も
ち
花　
　
　
　
　
　
　
　

１
束

さ
る
な
し
酢        　
　

１
０
０
㎖

す
ま
い
り
ー
ず
!!

（
ヒ
メ
ノ
モ
チ
粉
ク
ッ
キ
ー
）
30
ｇ

（
特
別
村
民
制
度
運
営
協
議
会
）

　

11
月
30
日
（
日
）
も
ち
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　

餅
つ
き
実
演
販
売
、
特
産
品
、

雑
煮
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
開
催
場
所　

道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン

の
里
新
庄

◆
開
催
日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　

10
時
〜
14
時

◆
お
問
い
合
せ

「
道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新
庄
」

村
内
無
料
電
話　

３
|
７
９
１
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

５
６
|
２
９
０
８

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

11
月
の
納
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
6
期
）

（
6
期
）

（
5
期
）

納
期
限
　
12
月
1
日（
月
）

《
戸
籍
の
動
き
》

婚
姻
届
　
末
永
く
お
幸
せ
に

＊
中
山　

大
輔

　

由
田　

冴
（
石
川
県
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

12
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

12
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

12
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

（
住
民
福
祉
課
）

　

12
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

12
月
10
日
、
12
月
24
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時

　

午
後
13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

も
し
も
の
時
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

年
金
相
談

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
募
集

も
ち
ま
つ
り
開
催

平
成
26
年
10
月
受
付
分

入　札　日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

平成26年10月10日

工　　期

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

平成26年12月19日

事　業　名

農業基盤整備工事（第１工区）

農業基盤整備工事（第２工区）

農業基盤整備工事（第４工区）

農業基盤整備関連用排水路布設工事

村道中山線外路肩補修工事

業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）福田工業所

（有）中山重機

（株）吉田組中国支店

奥村建設（株）

（株）三木工務店

1,320千円

1,240千円

2,200千円

950千円

870千円

（1,425,600円）

（1,339,200円）

（2,376,000円）

（1,026,000円）

（939,600円）

工 事 等 入 札 結 果

9月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
９月期 ９月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

1

0

0

1

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

0

1

16

0

1

21

172

6

30

195

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

　

新
庄
村
に
は
、
も
し
も
の
時
に

備
え
た
設
備
が
あ
り
ま
す
。
必
要

に
な
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
よ
う
場
所
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◆
災
害
救
援
型
自
動
販
売
機

　

普
段
は
通
常
の
自
動
販
売
機
で

す
が
、
災
害
等
の
非
常
時
に
は
、

飲
料
水
の
供
給
設
備
と
し
て
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
や
災
害
物
資
が

到
達
す
る
ま
で
の
間
、
商
品
が
無

償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

　

新
庄
村
公
民
館

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）

　

心
室
細
動
の
際
に
必
要
に
応
じ

て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓

の
動
き
を
戻
す
こ
と
を
自
動
で
試

み
る
医
療
機
器
で
す
。
心
肺
蘇
生

の
際
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
併
用
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

　

役
場
・
公
民
館
・
小
中
学
校
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
第
２
部
消

防
救
助
資
機
材
積
載
車

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

新
庄
村
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
つ
い
て
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
型
地

震
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
　

（
産
業
建
設
課　

住
宅
係
）

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセン
ター）では、チャレンジ支援事業として、結婚・出
産・育児・介護等でいったん仕事を中断し、再就職を
希望する女性を対象に就業に関する基礎知識やエクセ
ル３級程度のパソコン基本操作等を習得する講座を開
催します。
１申込受付：平成26年12月1日（月）～12月13日（土）までに
　　　　　 受講申込書を郵送でウィズセンターにお送
　　　　　りください。
２受講期間：平成27年１月14日（水）～２月20日（金）
　　　　　　期間内の毎週水～土曜日の22日間
　　　　　 10：10～16：00（１日５時間）
３会　　場：津山男女共同参画センター「さん・さん」
○応 募 資 格　　結婚・出産・介護等でいったん仕事を
　　　　　　　中断し再就職を希望する女性で22日間
　　　　　　　出席できる方
○受　講　料　　無料
　　　　　　　　但し教材費・検定受験料は実費負担
　　　　　　　（合計８、０００円程度を予定）
○募 集 人 数　　15名（選考により決定）
○問い合わせ　　ウィズセンター
　　　　　　　　〒700-0807　岡山市北区南方2-13-1
　　　　　　　　　きらめきプラザ６階
　　　　　　　 電話番号　０８６－２３５－３３０７

　平成27年度分から軽自動車税の税率が引き上げとなりま
す。また、平成28年度からは13年を経過した軽四輪車等の
税率が重課税率となります。

□■平成２６年度キャリアアップ講座
（津山第２回）の受講者募集について■□
□■平成２６年度キャリアアップ講座
（津山第２回）の受講者募集について■□

（総務企画課　藤井）

軽自動車税の税率が改正されます

【原動機付自転車等】

【三輪以上の軽自動車】

税　率　（年　額）

税　率　（年　額）

車　種　区　分

車種区分

平成26年度まで

平成27年度から 平成28年度から
① 現行税率 ② 新税率 ③ 重課税率

平成27年度から

（50㏄以下）
（50㏄超90㏄以下）
（90㏄超125㏄以下）
ミニカー（50㏄以下）
農耕作業用
その他（フォークリフト等）

原動機付自転車

小型特殊自動車

二輪の軽自動車　（125㏄超250㏄以下）
二輪の小型自動車　（250㏄超）
トレーラー・雪上車

三輪

四輪乗用

四輪貨物

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

自家用
営業用
自家用
営業用

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円
2,400円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
3,600円
6,000円
3,600円

平成27年3月31日以
前に最初の新規検査
を受けた車両

平成27年4月1日以後
に最初の新規検査を
受けた車両

最初の新規検査から
13年を経過した車両
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10
月
26
日
に
秋
の
が
い
せ
ん
桜

ま
つ
り
で
、
街
頭
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
道
の
駅
や
が
い
せ
ん

桜
通
り
で
は
、
村
内
外
の
多
く
の

方
か
ら
暖
か
い
ご
協
力
を
頂
き
、

２
０
，
８
６
８
円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

  

募
金
の
御
礼
と
し
て
初
音
ミ
ク

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
ま

し
た
。
戦
国
B
A
S
A
R
A
4
も

好
評
で
し
た
。

　

12
月
末
ま
で
続
く
募
金
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
新
庄
村
共
同
募
金
委
員
会
）

　

長
い
冬
の
訪
れ
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
も
う
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
手

洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し
、
風
邪

の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
10
月
の
活
動
状
況

15
日　

保
育
園
児
と
の
交
流
事
業

　
　

 

（
さ
つ
ま
芋
掘
り
／
６
名
）

16
日　

奉
仕
作
業
（
70
名
）

21
日　

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ     

　
　
　

ル
フ
大
会
（
26
名
）

24
日 

中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

               　
　
　

  

（
20
名
）

24
日　

第
１
回
岡
山
県
高
齢
者
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

（
鏡
野
町
／
６
名
）

◇
奉
仕
作
業

　

秋
晴
れ
の
10
月
16
日
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
て
今
年
度
第

２
回
目
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
総
勢
70
名
と
多
く
の
ク
ラ
ブ

員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
草
刈

り
・
草
取
り
・
剪
定
・
清
掃
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
み
、
公
園
は
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

◇
商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
10
月
21
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
雨
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
定
通
り
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

優
勝　
　

高
村　

淳
介

　
　

２
位　
　

旦　
　

晴
行

　
　

３
位　
　

岩
本　

凱
雄

　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　
　

兵
江
万
涛
男
・
島
田
哲
男

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◇
第
１
回
岡
山
県
高
齢
者

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
24
日
、
新
庄
村
か
ら
選
抜

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

村
内
無
料
電
話

　
　

３―

３
１
０
６

さ
れ
た
６
名
の
選
手
が
、
鏡
野
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
上
位
入
賞
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て
開
催
さ

れ
る
大
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

◇
中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

10
月
24
日
、
ふ
れ
あ
い
公
園
で

中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
楽
し
む
会
が
開
催
さ
れ
、
生
徒

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
に
は
お
孫
さ
ん
と
共
に
ラ
ウ

ン
ド
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
あ
り
、
張
り
切
る
姿
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
た
ひ
と

時
で
し
た
。

◇
11
月
の
予
定

21
日　

三
和
の
つ
ど
い

  　
　
　
　
　

（
三
和
ク
ラ
ブ
）

25
〜
26
日

　
　

研
修
旅
行
（
京
都
・
奈
良
）

◇
12
月
の
予
定

２
日　

女
性
部
研
修（
松
江
方
面
）

　

「
以
前
か
ら
新
庄
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
け
ど
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

だ
？
」
と
い
う
利
用
者
さ
ん
の
声

に
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
い

う
こ
と
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　

体
力
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を
歩

き
、
た
た
ら
場
で
は
「
昔
、
学
生

の
頃
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
な

あ
」
な
ど
と
話
も
弾
み
、
ガ
イ
ド

の
方
の
話
も
興
味
深
く
聞
か
れ
、

森
林
浴
も
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
思
っ
た
よ
り
も
歩
け
た
」
と
92

歳
の
利
用
者
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
車
い
す
や
押
し
車
で

も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
出
来
る
よ
う

な
道
が
出
来
れ
ば
え
ぇ
な
ぁ
、
そ

う
し
た
ら
全
員
で
行
け
る
の
に
な

ぁ
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
つ
か
全
員

で
行
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー「
ゆ
り
か
ご

の
小
径
」に
行
き
ま
し
た

　11月２日に新庄村総合運動公園多目的グラウンド
にて勝山サッカースポーツ少年団との練習試合を行
いました。
　試合の機会が少ない低学年は、どうしてもボール
に集まってしまい、コートを上手く使うことができ
ていませんでした。しかし、同じ低学年同士で試合
をすることで、コートに広がってパスをつなぐとい
う感覚をつかんでくれたように思います。高学年の
試合では、新庄チーム対勝山チームのほか、新庄勝
山混合チームでの対戦や両コーチ陣との対戦など、
いつもとは違う試合を楽しみながら交流することが
できました。
　また、保護者の方、指導者の方から新庄の野菜が
たっぷり入った豚汁のおもてなしをして頂き、勝山
チームの皆さんにも大変喜んで頂くことができまし
た。
　尚、準備や片づけを協力して頂いた保護者、指導
者の皆様に心より厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

　10月23日（木）、24日（金）の２日間、新庄中学校体育館にて平成26年度体力・運動能力調査を71名の
方々にご協力していただき実施しました。
　この体力調査は、国民の体力・運動能力の現状を把握するため、文部科学省が昭和39年度より２年に一度
調査を実施し、体育・スポーツ活動及び行政上の基礎資料として今後広く活用するものであります。20歳か
ら79歳までの各年代毎に男女各４～６名方々に参加していただき、握力、上体起こし、長座体前屈など６種
目を測定しました。
　なお、測定結果は、全体的に実年齢よりも体力が衰えている方が多くおられました。年齢にあった体力を
維持できるよう運動を心がけ
ましょう。
　多くの皆様にご理解ご協力
いただき、測定を実施するこ
とができました。ご参加いた
だきました方々には、紙面を
お借りし感謝申し上げます。
　　　（教育委員会　坂本）

ジュニアスポーツクラブサッカー練習試合ジュニアスポーツクラブサッカー練習試合

　10月18-19日に行われたソフトバレーボール山口大
会ファミリーの部に新庄村ジュニアスポーツクラブ
員が参加しました。
　大会を前に、ジュニアスポーツクラブの毎週練習
に加え、新庄村社会人チームの練習に参加させて頂
き、準備を重ねてきました。
　大会は、中国５県各クラス合計84チームが集まる
試合で、緊張からかサーブやレシーブのミスも重な
り、セットを競る場面もありましたが、勝ちきる強
さが一歩及びませんでした。試合で普段の力を出す
ことの難しさを痛感した大会となりました。
　しかしながら、中国大会で得た貴重な体験と、子
ども達が試合で見せた１球のボールを見つめる真剣
な眼差しは、次の大会につながると確信しています。
　大会参加にあたり、多くの方々から激励のお言葉
とご支援を頂きました。紙面をお借りして心より御
礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

第19回ソフトバレーボール
　　　　　中国地区フェスティバル
第19回ソフトバレーボール
　　　　　中国地区フェスティバル

体力・運動能力調査実施体力・運動能力調査実施
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10
月
26
日
に
秋
の
が
い
せ
ん
桜

ま
つ
り
で
、
街
頭
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
道
の
駅
や
が
い
せ
ん

桜
通
り
で
は
、
村
内
外
の
多
く
の

方
か
ら
暖
か
い
ご
協
力
を
頂
き
、

２
０
，
８
６
８
円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

  

募
金
の
御
礼
と
し
て
初
音
ミ
ク

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
ま

し
た
。
戦
国
B
A
S
A
R
A
4
も

好
評
で
し
た
。

　

12
月
末
ま
で
続
く
募
金
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
新
庄
村
共
同
募
金
委
員
会
）

　

長
い
冬
の
訪
れ
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
も
う
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
手

洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し
、
風
邪

の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
10
月
の
活
動
状
況

15
日　

保
育
園
児
と
の
交
流
事
業

　
　

 

（
さ
つ
ま
芋
掘
り
／
６
名
）

16
日　

奉
仕
作
業
（
70
名
）

21
日　

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ     

　
　
　

ル
フ
大
会
（
26
名
）

24
日 

中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

               　
　
　

  

（
20
名
）

24
日　

第
１
回
岡
山
県
高
齢
者
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

（
鏡
野
町
／
６
名
）

◇
奉
仕
作
業

　

秋
晴
れ
の
10
月
16
日
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
て
今
年
度
第

２
回
目
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
総
勢
70
名
と
多
く
の
ク
ラ
ブ

員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
草
刈

り
・
草
取
り
・
剪
定
・
清
掃
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
み
、
公
園
は
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

◇
商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
10
月
21
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
雨
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
定
通
り
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

優
勝　
　

高
村　

淳
介

　
　

２
位　
　

旦　
　

晴
行

　
　

３
位　
　

岩
本　

凱
雄

　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　
　

兵
江
万
涛
男
・
島
田
哲
男

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◇
第
１
回
岡
山
県
高
齢
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
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24
日
、
新
庄
村
か
ら
選
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社
協
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よ
り
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想
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を
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し
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老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

村
内
無
料
電
話

　
　

３―

３
１
０
６

さ
れ
た
６
名
の
選
手
が
、
鏡
野
ド

ー
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で
開
催
さ
れ
た
県
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し
ま
し
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。
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催
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。
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・
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催
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。

　

中
に
は
お
孫
さ
ん
と
共
に
ラ
ウ

ン
ド
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
あ
り
、
張
り
切
る
姿
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
た
ひ
と

時
で
し
た
。

◇
11
月
の
予
定

21
日　

三
和
の
つ
ど
い

  　
　
　
　
　

（
三
和
ク
ラ
ブ
）

25
〜
26
日

　
　

研
修
旅
行
（
京
都
・
奈
良
）

◇
12
月
の
予
定

２
日　

女
性
部
研
修（
松
江
方
面
）

　

「
以
前
か
ら
新
庄
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
紹
介
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？
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と
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の
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に
、
百
聞
は
一
見
に
如
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ず
と
い

う
こ
と
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　

体
力
に
合
わ
せ
た
コ
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ス
を
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き
、
た
た
ら
場
で
は
「
昔
、
学
生

の
頃
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
な

あ
」
な
ど
と
話
も
弾
み
、
ガ
イ
ド

の
方
の
話
も
興
味
深
く
聞
か
れ
、

森
林
浴
も
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
思
っ
た
よ
り
も
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け
た
」
と
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の
利
用
者
さ
ん
も
言
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れ
て
い

ま
し
た
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ま
た
、
「
車
い
す
や
押
し
車
で

も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
出
来
る
よ
う

な
道
が
出
来
れ
ば
え
ぇ
な
ぁ
、
そ

う
し
た
ら
全
員
で
行
け
る
の
に
な

ぁ
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
つ
か
全
員

で
行
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー「
ゆ
り
か
ご

の
小
径
」に
行
き
ま
し
た

　11月２日に新庄村総合運動公園多目的グラウンド
にて勝山サッカースポーツ少年団との練習試合を行
いました。
　試合の機会が少ない低学年は、どうしてもボール
に集まってしまい、コートを上手く使うことができ
ていませんでした。しかし、同じ低学年同士で試合
をすることで、コートに広がってパスをつなぐとい
う感覚をつかんでくれたように思います。高学年の
試合では、新庄チーム対勝山チームのほか、新庄勝
山混合チームでの対戦や両コーチ陣との対戦など、
いつもとは違う試合を楽しみながら交流することが
できました。
　また、保護者の方、指導者の方から新庄の野菜が
たっぷり入った豚汁のおもてなしをして頂き、勝山
チームの皆さんにも大変喜んで頂くことができまし
た。
　尚、準備や片づけを協力して頂いた保護者、指導
者の皆様に心より厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

　10月23日（木）、24日（金）の２日間、新庄中学校体育館にて平成26年度体力・運動能力調査を71名の
方々にご協力していただき実施しました。
　この体力調査は、国民の体力・運動能力の現状を把握するため、文部科学省が昭和39年度より２年に一度
調査を実施し、体育・スポーツ活動及び行政上の基礎資料として今後広く活用するものであります。20歳か
ら79歳までの各年代毎に男女各４～６名方々に参加していただき、握力、上体起こし、長座体前屈など６種
目を測定しました。
　なお、測定結果は、全体的に実年齢よりも体力が衰えている方が多くおられました。年齢にあった体力を
維持できるよう運動を心がけ
ましょう。
　多くの皆様にご理解ご協力
いただき、測定を実施するこ
とができました。ご参加いた
だきました方々には、紙面を
お借りし感謝申し上げます。
　　　（教育委員会　坂本）

ジュニアスポーツクラブサッカー練習試合ジュニアスポーツクラブサッカー練習試合

　10月18-19日に行われたソフトバレーボール山口大
会ファミリーの部に新庄村ジュニアスポーツクラブ
員が参加しました。
　大会を前に、ジュニアスポーツクラブの毎週練習
に加え、新庄村社会人チームの練習に参加させて頂
き、準備を重ねてきました。
　大会は、中国５県各クラス合計84チームが集まる
試合で、緊張からかサーブやレシーブのミスも重な
り、セットを競る場面もありましたが、勝ちきる強
さが一歩及びませんでした。試合で普段の力を出す
ことの難しさを痛感した大会となりました。
　しかしながら、中国大会で得た貴重な体験と、子
ども達が試合で見せた１球のボールを見つめる真剣
な眼差しは、次の大会につながると確信しています。
　大会参加にあたり、多くの方々から激励のお言葉
とご支援を頂きました。紙面をお借りして心より御
礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

第19回ソフトバレーボール
　　　　　中国地区フェスティバル
第19回ソフトバレーボール
　　　　　中国地区フェスティバル

体力・運動能力調査実施体力・運動能力調査実施



（12）平成26年11月20日発行第393号 広 報 新 庄

　11月1日（土）、音楽ホールで学習発表会を行いま
した。70名近い保護者や地域の方に参観していただ
きました。
　地域の方に支えられ多くの学びがあった3日間の
職場体験学習の成果の発表。自主的に多くの生徒
が参加した英語の暗唱・スピーチ。緊張気味でした
が、精一杯の演奏を聞かせてくれた1･2年生の器楽
合奏。村内の太鼓グループの方に指導していただき、
短期間の練習にもかかわらず迫力のある演奏を披
露した3年生の和太鼓。のりのりのダンスに合わせた
2年生の家庭科・美術科の製作発表。難しい曲に挑
戦し、見事に歌い上げた全校合唱。最後に会場の皆
さんを巻き込んでの校歌の合唱。そして、美術科と技
術科の丁寧に仕上げられた作品の展示。
　事前の取り組みが思うように進まず、悩んだりくじ
けそうになったりしたこともありましたが、その一生懸
命さは参観してくださった方に十分届いたように思
います。　　　　　　      （新庄中学校　穐山）

　11月3日（文化の日）、久世公民館にて、真庭ロータリークラブ主催の真庭地区中学校・高等学校英
語スピーチコンテストが開かれました。中学生暗唱の部には32人、中学生スピーチの部には7人、高校
生スピーチの部には8人が参加し、真庭地区内のALTの方々が主に審査を務めました。新庄中からは、
暗唱の部に2年の辻幸一郎君、1年の安達来夢さん、磯田伊吹さん、北畑美空さん、柴田明日香さんが、
スピーチの部に3年の坂本あすかさんが参加しました。
6人とも、ホールいっぱいの観客の前で、日ごろの英
語学習の成果を、絵や写真や身振り手振りを交えな
がら、堂々と披露しました。
　その結果、中学生スピーチの部で、3年生の坂本あ
すかさんが見事優勝しました。坂本さんのスピーチ
は、2020年の東京オリンピックには心からは賛成で
きない理由を述べるものでした。中学生らしい感性
でまとめた意見文を、表情豊かに発表したことが評
価されました。　　　　　（新庄中学校　穐山）　

学習発表会

～努力の成果を見てください～
　11月１日（土）、学習発表会を行いました。
　１・２年生は言葉遊びの面白さを、３・４年生は総合
的な学習で学んだ新庄の「水」を題材に、５・６年生
は社会科や総合的な学習・吉備の国ジュニア歴史ス
クールで学んだ新庄村や岡山県の歴史について、そ
れぞれ劇で発表しました。
　また、３～６年生は、閑谷学校の講堂学習で学んだ
論語を朗唱しました。１・２年生と３～６年生それぞれが
器楽合奏をし、最後に全校での合唱も行いました。
　この日まで、どの児童も、セリフ覚えや小道具作り・
楽器演奏練習と、一生懸命取り組みました。そして、
みんなとの練習を繰り返す中で、友達と協力して、一
つのことを成し遂げる大切さや喜びも学ぶことがでま
した。
　保護者や地域の皆様には、早朝より、ご参観いた
だき、ありがとうございました。皆様の温かいご声援が、
児童の励みや自信になります。今後とも、よろしくお願
いいたします。　　          （新庄小学校　畦崎）

～学習発表会～

見事優勝!! ～英語スピーチコンテスト～

中学校だより 小学校だより

再生紙を使用しています


